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Exchange サーバの接続ステータスに関するトラブルシュー
ティング

Exchangeサーバの接続ステータスは、WebDAVまたは EWS経由での予定表の統合を Exchangeプ
レゼンスゲートウェイで設定後、[Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM
and Presence Administration）]に表示されます（[プレゼンス（Presence）] > [ゲートウェイ
（Gateways）]を選択）。 [プレゼンスゲートウェイの設定（PresenceGatewayConfiguration）]ウィ
ンドウの [トラブルシュータ（Troubleshooter）]には、IM and Presenceと Exchangeサーバとの接続
のステータスが表示されます。

1台以上の EWSサーバを追加、更新、または削除できます（上限はありません）。ただし、
[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]ウィンドウの [トラブルシュータ
（Troubleshooter）]は、設定した最初の 10台までの EWSサーバのステータスのみを検証し、
レポートするよう作られています。

（注）

.

ステータスの説明と推奨される処置テスト

IM and Presenceは Exchangeサーバに正常に到達（ping）でき
ました。

Exchangeの到達可能性（ping可
能）
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

IM and Presenceは Exchangeサーバに pingを送信できませんで
した。フィールド値が誤っているか、またはお客様のネット

ワークに何らかの問題（ケーブリングなど）があるため、サー

バが到達不可になっていると考えられます。

これを解決するには、ネットワークを介して Exchangeサーバ
に到達できるように [プレゼンスゲートウェイ（Presence
Gateway）]フィールドに適切な値（FQDNまたは IPアドレ
ス）が設定されていることを確認します。 UIでは、[プレゼ
ンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールド値を件名
CN値にする必要はありません。

Exchangeサーバとの接続に問題がある場合は、[Cisco Unified
CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence
Administration）]の [システムトラブルシュータ（System
Troubleshooter）]も参照のうえ、推奨される解決策を実行して
ください。 [診断（Diagnostics）] > [システムトラブルシュー
タ（System Troubleshooter）]を選択します。

Exchangeの到達可能性（到達不
可能）

SSL 接続と証明書のステータスのトラブルシューティン
グ

WebDAVまたは EWSによる予定表の統合を行うために Exchangeプレゼンスゲートウェイを設定
すると、SSL接続/証明書の確認ステータスが Cisco Unified CM IM and Presenceの管理に表示され
ます（[プレゼンス（Presence）] > [ゲートウェイ（Gateways）]を選択）。件名 CNの不一致か
SANの不一致があれば、[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]設定ウィンドウの
[Troubleshooter（トラブルシュータ）]に表示されます。

1台以上の EWSサーバを追加、更新、または削除できます（上限はありません）。ただし、
[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]ウィンドウの [トラブルシュータ
（Troubleshooter）]は、設定した最初の 10台までの EWSサーバのステータスのみを検証し、
レポートするよう作られています。

（注）

ステータスの説明と推奨される処置テスト

Exchangeサーバとの SSL接続が IM and Presenceによって確認
されました。証明書の詳細を表示するには、[表示（View）]を
クリックします。

SSL接続/証明書の確認成功
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

SSL接続/証明書の確認に失敗：
証明書がチェーンに見つからな

い

この手順では、カスタ

マイズされた証明書の

インポートツールの

ビューについて説明し

ます。接続のステー

タスを確認するだけの

場合は、ツールには確

認済みのステータスが

示されますが、その場

合は [保存（Save）]す
ることはできません。

（注）
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

Exchangeサーバとのセキュアな接続を確立するために IM and
Presenceで必要な 1つ以上の証明書がない証明書ビューアを使
用すると、欠落している証明書の詳細を表示できます。

欠落している証明書を表示するには、証明書ビューアを使用し

て次の手順を実行します。

1 [設定（Configure）]を選択して証明書ビューアを開きます。

2 [証明書チェーンを許可（Accept Certificate Chain）]をオンに
します。

3 [保存（Save）]を選択します。

証明書チェーンの詳細が表示されます。ステータスが [見つ
かりません（Missing）]になっている証明書を書き留めてお
きます。

4 証明書ビューアを閉じます。

5 証明書チェーンを完成させるには、次の手順を実行します。

•欠落している証明書ファイルをExchangeサーバからダ
ウンロードします。

• IM and Presenceを管理する目的に使用しているコン
ピュータに欠落している証明書ファイルをコピーまた

は FTP転送します。

• Cisco Unified IM and Presence OSの管理画面を使用し
て、欠落している必要な証明書をアップロードします。

トラブルシューティングのヒント

•証明書ビューアに証明書が表示されない場合は、欠落して
いる証明書を Exchangeサーバから手動でダウンロードし
てインストールし、Cisco Unified OS IM and Presenceの管
理画面で次のようにアップロードする必要があります。

◦必要であれば、Cisco Unified IM and Presence OS管理
ページに移動し、証明書をアップロードして証明書

チェーンを完成させます。

◦ Cisco Unified CM IM and Presenceの管理の [プレゼン
スゲートウェイの設定（Presence Gateway
Configuration）]ウィンドウに戻り、証明書ビューア
をもう一度開いて、証明書チェーン内のすべての証

明書のステータスが [Verified（確認が成功しました）]
であることを確認します。
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

Exchangeの信頼証明書をアップロード後、Cisco Presence
Engineを再起動する必要があります。 [Cisco Unified IM

•

and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）] > [ツール（Tools）] > [サービスの
開始（Service Activation）]を選択します。これによって
予定表の接続が影響を受ける可能性があることに注意して

ください。

• [設定（Configure）]または [表示（View）]を選択して証
明書チェーンビューアを開き、証明書チェーンの詳細を

確認してください。 IM and Presenceが Exchangeサーバか
らダウンロードした証明書チェーンに問題（前述したよう

に証明書が欠落しているなど）がある場合は、[設定
（Configure）]ボタンが表示されます。証明書チェーンを
インポートし、確認すると、SSL接続/証明書の確認ステー
タスが [確認が成功しました（Verified）]に更新され、[設
定（Configure）]ボタンの代わりに [表示（View）]ボタン
が表示されます。
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateways）]フィールドの
値は、必ず証明書チェーン内のリーフ証明書の件名 CN値と一
致している必要があります。これは、[プレゼンスゲートウェ
イ（PresenceGateways）]フィールドに正しい値を入力すること
で解決できます。

[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateways）]フィールドの
値が正しいことを次の手順で確認してください。

1 [プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールド
に正しい件名CN値を再入力します。 IMandPresenceでは、
[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールド
の値を使用して、サーバに pingを送信します。入力したホ
スト（FQDNまたは IPアドレス）は、IIS証明書のサブジェ
クトの CNと完全に一致している必要があります。

2 [保存（Save）]を選択します。

トラブルシューティングのヒント

[設定（Configure）]または [表示（View）]を選択して証明書
チェーンビューアを開き、証明書チェーンの詳細を確認してく

ださい。Exchangeサーバからダウンロードされた証明書チェー
ンに問題（前述したように証明書が欠落しているなど）がある

場合は、[設定（Configure）]ボタンが表示されます。証明書
チェーンをインポートし、確認すると、SSL接続/証明書の確認
ステータスが [確認が成功しました（Verified）]に更新され、
[設定（Configure）]ボタンの代わりに [表示（View）]ボタンが
表示されます。

SSL接続/証明書の確認失敗 -件
名 CNが一致しない
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールド値
は、証明書チェーンのリーフ証明書のサブジェクトの別名

（SAN）値のいずれかと一致する必要があります。これは、
[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateways）]フィールドに
正しい値を入力することで解決できます。

[プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateways）]フィールドの
値が正しいことを次の手順で確認してください。

1 [プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールド
に正しいSAN値を再入力します。 IMandPresenceでは、[プ
レゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールドの
値を使用して、サーバに pingを送信します。入力したホス
ト（FQDNまたは IPアドレス）は、証明書のサブジェクト
の別名のいずれかのエントリと完全に一致する必要があり

ます。

2 [保存（Save）]を選択します。

トラブルシューティングのヒント

[設定（Configure）]または [表示（View）]を選択して証明書
チェーンビューアを開き、証明書チェーンの詳細を確認してく

ださい。Exchangeサーバからダウンロードされた証明書チェー
ンに問題（前述したように証明書が欠落しているなど）がある

場合は、[設定（Configure）]ボタンが表示されます。証明書
チェーンをインポートし、確認すると、SSL接続/証明書の確認
ステータスが [確認が成功しました（Verified）]に更新され、
[設定（Configure）]ボタンの代わりに [表示（View）]ボタンが
表示されます。

SSL接続/証明書の確認失敗 -
SANが一致しない
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ステータスの説明と推奨される処置テスト

証明書に不正な情報が含まれているため、その証明書が無効に

なっています。

通常、この問題は、証明書が必要な件名 CNと一致しているも
のの公開キーとは一致していない場合に発生します。これは、

Exchangeサーバが証明書を再生成したが、IM and Presenceサー
バに古い証明書が保持されたままの場合に見られる現象です。

これを解決するには、次の操作を実行します。

•ログを選択して、このエラーの原因を特定します。

•エラーの原因が不正な署名である場合は、古い証明書を
Cisco Unified IM and Presence OSの管理の IM and Presence
から削除し、新しい証明書を Cisco Unified IM and Presence
OSの管理にアップロードします。

•このエラーの原因がサポートされていないアルゴリズムの
場合は、サポートされているアルゴリズムを含む新しい証

明書をCiscoUnified IM and PresenceOSの管理にアップロー
ドする必要があります。

SSL接続/証明書の確認に失敗 -
不正な証明書

応答なしによるタイムアウトなどのネットワーク上の問題が発

生したために、IM and Presenceが SSL接続を確認できません。

Exchangeサーバへのネットワーク接続を検証し、適切な IPア
ドレスとポート番号で Exchangeサーバに接続できることを確
認するようお勧めします。

SSL接続/証明書の確認に失敗：
ネットワークエラー

不明確な原因または IM and Presenceが到達可能性テストを実行
できないことにより、確認が失敗しました。

デバッグログファイルを参照して詳細を確認することを推奨

します。

SSL接続/証明書の確認に失敗

Microsoft Exchange の統合に影響することが確認されてい
る問題

ここでは、Microsoft Exchange Serverのバージョン（2003、2007、2010）に共通または特有の既知
の問題について説明します。

•予定表の統合に関する規模の上限, （9ページ）

•ユーザが Exchangeサーバ間で移動すると、予定表ステータスが更新されない, （9ページ）
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• LDAPユーザの削除が IM and Presenceにレプリケートされるまで 24時間以上かかる, （10
ページ）

• WebDAVによる予定表の統合に関するローカリゼーションの補足説明, （11ページ）

• Exchangeサーバに「Calendar」の訳語が含まれているかどうかの確認, （11ページ）

• Microsoftのホットフィックス KB841561の適用, （12ページ）

• Exchange 2007から「HTTP 503サービス利用不可（HTTP 503 Service Unavailable）」エラー
を解決する, （12ページ）

•会議通知のサポート, （14ページ）

予定表の統合に関する規模の上限

IM and Presenceと Exchangeの予定表の統合は、予定表プレゼンスを購読するユーザの最大X%と
予定表の同時移行（会議への同時出席または同時退席など）を行うユーザの最大 Y%について検
証されています。特定の IM and Presenceのリリースに関するパーセンテージ値については、表
1：特定の IM and Presenceリリースの規模の上限, （9ページ）を参照してください。

表 1：特定の IM and Presenceリリースの規模の上限

予定表の同時移行を行うユーザの %予定表プレゼンスを購読するユー

ザの %
ソフトウェアリ

リース

30508.5(1)

501008.5(2)以降

MCS-7825プラットフォームの予定表の値は、リリース 8.5(1)に対して設定された値を超えて
はなりません。

（注）

ユーザが Exchange サーバ間で移動すると、予定表ステータスが更新
されない

問題

Exchange管理者が、Exchange統合内の Exchangeサーバ間でユーザを移動すると、そのユーザの
予定表ステータスの変更が更新されません。
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原因

これは、ユーザがサーバ間を移動したときに Exchangeサーバが通知しないために起こる現象で
す。

ソリューション

IM and Presenceの管理者またはユーザは、Exchange管理者がユーザを Exchangeサーバ間で移動し
た後に、そのユーザの予定表統合を無効にしてから、もう一度有効にする必要があります。

LDAP ユーザの削除が IM and Presence にレプリケートされるまで 24 時
間以上かかる

問題

LDAPからユーザを削除すると、そのユーザのステータス変更が Cisco Unified Communications
Managerで非アクティブとなり、それ以降、クライアントアプリケーションでのユーザ認証は失
敗します。ただし、Cisco Unified Communications Managerが LDAPとの間で変更を同期すると、
管理者による強制的な同期またはスケジュールされた同期が実行された後24時間、ユーザは削除
されないことがテストによって確認されています。

IM and PresenceのCisco Sync Agentは、ユーザが削除されるまでユーザのステータス変更を同期し
ません。その間、ユーザは Cisco Unified Communications Manager上に存在し続け、すべての IM
and Presence機能（Exchange予定表購読を含む）のライセンスは 24時間そのユーザに与えられた
ままになります。このような遅延が生じるということは、LDAPから削除される前にCisco Jabber
にサインインしていたユーザは、自動的にサインアウトされないことを意味します。ユーザの

既存の予定表ステータス（[Available（応対可能）]、[Busy（話中）]）は、ユーザがクライアント
からサインアウトするまで IM and Presenceに残されます。

原因

これは、CiscoUnified CommunicationsManagerが設定され、LDAP認証が使用される場合に見られ
る現象です。ユーザが LDAPから削除されると、そのユーザの予定表購読は少なくとも 24時間
は IM and Presence上に設定されたままの状態で更新されます。

ソリューション

ユーザが LDAPから削除されると、IM and Presenceが Exchangeの予定表購読をただちに終了し、
ユーザをクライアントアプリケーションからサインアウトできるよう、そのユーザのライセンス

を手動で削除することができます。手動で削除しなければ、24時間の遅延が生じることがありま
す。
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WebDAV による予定表の統合に関するローカリゼーションの補足説明

問題

Cisco Unified Communications Managerに別の言語/ロケールがインストールされているが、ユーザ
のExchangeメールボックスに対してデフォルトの言語（英語）を設定した場合、Exchangeサーバ
はデフォルトの予定表名を保持し（英語）、そのユーザの言語/ロケールを変更することができま
せん。予定表の購読について 404エラーが返されます。

原因

これは、ローカライズされた Exchange 2003/2007をWebDAV経由で統合する場合にのみ見られる
現象です。この問題は EWS統合には影響しません。

ソリューション

•この問題の発生を防ぐには、Exchangeの設定時に言語を正しく設定することを推奨します。
Cisco Unified Communications Managerに適切な言語/ロケールをインストールし、ユーザが最
初にサインインするときに Exchangeサーバで適切な言語/ロケールを選択してください。

•ユーザの Exchangeメールボックスの言語を英語に設定し、Cisco Unified Communications
Managerに別の言語/ロケールがインストールされている場合は、そのユーザについて Cisco
Unified Communications Managerの言語/ロケールを英語に戻す必要があります。これを行う
には、多言語の予定表と統合する場合のユーザロケールの設定を参照してください。

Exchange サーバに「Calendar」の訳語が含まれているかどうかの確認
予定表の統合をローカライズする場合は、Exchangeサーバの URLに「Calendar」の訳語が含まれ
ていることを確認してください。
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手順

ステップ 1 IM and Presenceと Cisco Unified Communications Managerに同じ言語ロケールをインストールしま
す（ロケールインストーラを読み込む）。 IM and Presenceにロケールをインストールする方法に
ついては、[オプション]予定表と統合する場合の多言語サポートの設定を参照してください。

ステップ 2 IM and Presenceサーバを再起動し、[Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM
and Presence Administration）]にサインインします。

ステップ 3 予定表について別のロケールをサポートしている既存のExchangeプレゼンスゲートウェイを検索
し、削除します（[プレゼンス（Presence）] > [ゲートウェイ（Gateways）]を選択）。

ステップ 4 新しい Exchangeプレゼンス（Outlook）ゲートウェイを追加します。 [新規追加（Add New）]を
選択します。

ステップ 5 データベース（pebackendgatewayテーブル）で、インストールした言語ロケールに
'localecalendarname'属性が含まれていることを確認します。

ステップ 6 IM andPresenceとCiscoUnifiedCommunicationsManagerの両方にロケールをインストール後、ユー
ザロケールを設定します。必要であれば、Cisco Unified Communications Managerのユーザロケー
ルを切り替えます。

Microsoft のホットフィックス KB841561 の適用
この問題はMicrosoft Exchange 2003でのみ発生します。 Exchange 2003サーバで問題が発生し、
「500内部サーバエラー（500 Internal Server Error）」が表示された場合は、Microsoft HotFix
KB841561を適用してください。

手順

ステップ 1 Windows Server 2003およびMicrosoft Exchange 2003の SP2をアンインストールします。

ステップ 2 Windows Server 2003および Exchange 2003の SP1をインストールします。

ステップ 3 次の URLから KB841561をダウンロードし、インストールします。http://www.microsoft.com/
downloads/details.aspx?familyid=050be883-11fc-4045-b988-c737e79c65d0&displaylang=enhttp://
www.microsoft.com/downloads/
details.aspx?familyid=050be883-11fc-4045-b988-c737e79c65d0&displaylang=en

ステップ 4 Windows Server 2003およびMicrosoft Exchange 2003の SP2をインストールします。

Exchange 2007 から「HTTP 503 サービス利用不可（HTTP 503 Service
Unavailable）」エラーを解決する

この問題はMicrosoft Exchange 2007でのみ発生します。
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問題

Exchange 2007以降においては、Outlook Webアクセスの URLが /exchangeから /owaに変更され
ています。これは、OWAが Exchange 2007メールボックスサーバ上のメールボックスにアクセス
するときに使用する仮想ディレクトリです。ところが、WebDAV経由での Exchange 2007との統
合では以前の URLが使用されているため、IM and Presenceは SUSCRIBE要求を常に /exchange仮
想ディレクトリに送信します。ExchangeServer2007（SP1）でのテストでは、http://<server>/exchange
を http://<server>/owaにリダイレクトすると、Exchange 2007のインターネットインフォメーショ
ンサービス（IIS）マネージャコンソールにエラー（HTTP 503サービス利用不可（HTTP 503
Service Unavailable））が表示されることが確認されています。

原因

この問題は、Exchange 2007 SP1を使用していて、Exchange仮想ディレクトリのターゲットアド
レスをWebメール用のデフォルト OWAディレクトリにリダイレクトした場合に発生します。

ソリューション

「503サービス利用不可（503 Service Unavailable）」エラーメッセージが表示された場合は、次
の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 [管理ツール（Administrative Tools）]から [インターネットインフォメーションサービス（Internet
Information Services）]を開きます。

ステップ 2 IISのMicrosoft Exchange仮想ディレクトリを削除します。

ステップ 3 表示される警告を確認し、推奨されているコマンドレットをExchange管理シェル（EMS）で実行
します。

ステップ 4 このコマンドレットを EMSで実行することにより、Exchange仮想ディレクトリが正しく設定さ
れていることを確認し、ディレクトリを再度 IISに追加します。

SyntaxNew-OwaVirtualDirectory -name exchange -OWAVersion Exchange2003or2000
-VirtualDirectoryType mailboxes
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ステップ 5 Exchangeサーバによって仮想ディレクトリが IISに設定されるのを待ちます。

ステップ 6 IISを再起動します。

ステップ 7 完全なターゲットアドレス（http://mail.contoso.com/exchange/user@contoso.com/calendarなど）を使
用して、http://<server>/exchange/<user email address>/calendarをテストします。

ステップ 8 ユーザ名とパスワードの入力を求めるメッセージが表示されることを確認します。これは、

WebDAVが有効であり、仮想ディレクトリに正しく設定されていることを示します。 Active
Directoryのクレデンシャルを入力します。

ステップ 9 IM and Presenceに対して表示される IISログを確認します。

ステップ 10 ログに 401認証の問題が報告されている場合は、アクセスを認証するドメインを追加します。

ステップ 11 IISを再起動します。

ステップ 12 [Cisco Unified IM and Presence Serviceability（Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ）]
> [ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service Activation）]を選択し、Cisco Presence Engineを再
起動します。

ステップ 13 再度 IISログを調べ、予定表に関して正しいSUBSCRIBEメッセージが含まれていることを確認し
ます。

トラブルシューティングのヒント

この手順は、Microsoft Entourage 2008を使用して電子メールを表示するためにWebDAVを必要と
する Apple MACユーザも対象となります。

会議通知のサポート

会議通知機能は、WebDAV経由でネットワーク統合を行う場合にのみ使用できます。そのため、
この問題はMicrosoft Exchange 2003または 2007でのみ発生します。これらの機能は EWS統合で
はサポートされません。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 9.0(1) 上の IM and Presence サービス向け Microsoft
Exchange

14

Exchange 予定表の統合のトラブルシューティング
会議通知のサポート


	Exchange 予定表の統合のトラブルシューティング
	Exchange サーバの接続ステータスに関するトラブルシューティング
	SSL 接続と証明書のステータスのトラブルシューティング
	Microsoft Exchange の統合に影響することが確認されている問題
	予定表の統合に関する規模の上限
	ユーザが Exchange サーバ間で移動すると、予定表ステータスが更新されない
	LDAP ユーザの削除が IM and Presence にレプリケートされるまで 24 時間以上かかる
	WebDAV による予定表の統合に関するローカリゼーションの補足説明
	Exchange サーバに「Calendar」の訳語が含まれているかどうかの確認
	Microsoft のホットフィックス KB841561 の適用
	Exchange 2007 から「HTTP 503 サービス利用不可（HTTP 503 Service Unavailable）」エラーを解決する
	会議通知のサポート



